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1. 当邦訳の原著は、Karl Barth, Der Römerbrief: (erste Fassung, 1919), Gesamtausgabe. 
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生の要素を作り出す。我々は光を神の光の中で見る代
わりに〔詩篇36: 10を参照せよ〕、神をある一つの











































































































































































































































































































（ 3 ） J. T. Beck, Erkärung des Briefes Pauli an die Römer, hrsg. von J. Lindenmeyer, 2. Hälfte, 
Gütersloh 1884, S. 139f., Amn.：「この関連において我々は引用をただ歴史的類比と
して見なすことが許されているだけでなく……」
（ 4 ） Vgl. A. Schlatter, Der Römerbrief ausgelegt für Bibelleser, Calw/Stuttgart 18871, S. 8：
「もし彼が改革者で、特有の『パウロ的な』福音を考え出したのであれば、彼はそ
の意見を退ける。」後の版ではこの文はない。
（ 5 ） Mskr.：「というのは、全世界においてあなたがたの敬虔深い在りようが認められ
ているからである。」
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こと（Das Eine Notwendige）」という表題が付されている。それらは Die XX. 




















（Treue）と訳す、それは第一コリントで数回使用された πιστὸς ὁ θεός という文言
に相当する。それは、神はアブラハムに与えられた約束と預言者たちによって前
もって伝えられてきた福音に誠実にいまし続ける、ということに本質がある。……
人間の πίστις は、人間が神の πίστις を頼む、ということに本質がある。」バルト
は『ローマ書講解』第二版の前書きでリーヒテンハンを「この改革の霊的父」であ
ると呼んでいる（Römerbrief 2、S. XVI、後の版では S. XVIII）。Vgl. R. Liechtenhan, 
Zur Frage nach der Treue Gottes, in : Kirchenblatt für die reformierte Schweiz, Jg. 
34( 1919) S. 192f. リーヒテンハンは πίστις を「神の誠実」とするバルトの訳を、
ローマ書に対して意見が一致しているという立場から、P・ヴェルンレの、πίστις
が神の誠実であるというバルトの「発見者の喜び」のあまり、バルトは議論の展開
においてあまりにも偏った帰結に至った、との批判（彼の論評、Der Römerbrief inf 
neuer Beleuchtung, in: Kirchenblatt für die reformierte Schweiz, Jg. 34, 1919, S.163f. 
167-169）から弁護している（S. 192）。
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（19） A. a. O., S. 351：「……我々が霊的であると主張するほどに……」
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である」。Vgl. I. Kant, Kritik der reisen Vernunft, 
B 75 (Kant’s gesammelte Schriften, hrsg. von der Königlich Preußischen Akademie 
der Wissenschaften, Bd. III, Berlin 1904, S. 75)：「内容なき思惟は空虚であり、概念
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波書店、2008年）、124頁に従った。》
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（32） ヨハネス・ミュラー（1864-1949）は «Blätter zur Pﬂege persönlichen Lebens» を、
1914年からは «Grüne Blätter» を出版した。バルトとミュラーの間のやり取りにつ
いては、Bw. Th. I, S. 537 und II, S. 732 (Register) を参照せよ。
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（40） Vgl. Fr. von Schiller, «Das Lied von der Glocke»：
164
最早や一つとして聖なるものは無く、
一切の敬虔なる畏怖の綱は解け、
 《日本語は『シラー選集1　詩・小説』新関良三編（冨山房、1941年）、118頁に従っ
た。》
